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 今日は全国的に猛暑だった。７月上旬としては異常

な高温である。15 時のアメダス（気温）を見ても、西

日本～東日本が真っ赤。ところどころ、紫色の「35℃
以上」という地点もある。 

 
 この猛暑をもたらしたのは、伊豆諸島南部付近に中

心を持った、太平洋高気圧である。ほぼ停滞していて、

この高気圧が梅雨前線を東北地方南部まで押し上げ

てしまった。今年は、台風の発生も異常に遅く、今日

この高気圧の南側に、やっと台風１号が発生した。 

 
 各地で記録的な猛暑になり、最高気温は尾鷲市で

38.6℃、東京（大手町）でも 35.4℃を記録、全国で

500 人以上の人が、熱中症で搬送されたという。 

 こんな日は家でじっとしていたかったのだが、私は

午後に練馬に用事があって、仕方なく出かけてきた。

車の冷房も効きがよくなかったが、駐車場に停めて外

に出ると、ものすごい熱気・・・まるでお湯の中を歩

いているようだった。下図は 16 時の関東地方アメダ

ス（気温）である。35℃以上が複数個所見える。 

 

 
 気温は普通、14 時ごろに最高になる。しかし今日は

16 時近くに最高気温を記録している。これは、午後に

なって日照が増えたからである。あとから調べたら、

今日の練馬の最高気温は 36.9℃（15:46）。どうやら私

は、東京で一番暑い場所を、一番暑い時刻にウロウロ

していたようだ。倒れなくてよかった・・・。 


